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『
心
に
貯
金
を
』

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

詩
人
の
柴
田
ト
ヨ
さ
ん
の
詩
集
「
く
じ
け
な
い
で
」
の
中
に

【
貯
金
】
と
い
う
詩
が
あ
り
ま
す
。

【
貯
金
】

私
ね
人
か
ら
や
さ
し
さ
を
貰
っ
た
ら
心
に
貯
金
を
し
て
お
く
の

さ
び
し
く
な
っ
た
時
は
そ
れ
を
引
き
出
し
て
元
気
に
な
る

あ
な
た
も
今
か
ら
積
ん
で
お
き
な
さ
い

年
金
よ
り
い
い
わ
よ

こ
の
詩
を
読
ん
だ
と
き
、
心
の
中
が
温
か
く
な
り
、
武
蔵
村
山
の
子
供
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
の

「
や
さ
し
さ
」
を
貯
金
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
、
同
時
に
、
友
達
の
心
に
も
た
く
さ
ん
貯
金
し
て
あ
げ

ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

一
人
一
人
の
心
が
や
さ
し
さ
の
貯
金
で
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
、
い
じ
め
の
よ
う
な
こ
と
も
な
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
人
と
し
て
本
来
も
っ
て
い
る
明
る
く
生
き
よ
う
す
る
気
持
ち
も
薄
ら
い
で
き

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
令
和
５
年
は
、
武
蔵
村
山
の
子
供
た
ち
が
、
心
に
た
く
さ
ん
貯
金
を
し
、
思
い
や

り
で
あ
ふ
れ
る
明
る
い
一
年
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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私たち武蔵村山市立第五中学校吹
奏楽部は、市民の皆様のご声援を受
け、令和4年10月8日（土）に開催
された「第22回東日本学校吹奏楽大
会中学校部門」の本選に出場し銅賞
を受賞することができました。都大
会を金賞代表として通過し、武蔵村
山市初の東日本学校吹奏楽大会中学
校部門本選出場ということで、令和
4年10月2日（日）にさくらホール
で壮行会を行っていただきました。
本校の保護者や関係者だけでなく、
山﨑市長、池谷教育長をはじめ、市
議会議員や教育委員、市内小中学生
など大勢の方々に応援いただき、本
当にありがとうございました。

大会当日、東日本各地から実力の
ある学校が出場し、その中でコン
クール曲「湖月の神話」を演奏でき
た経験は、技術力と意欲を高めてい
く良い機会となりました。これから
は受賞を励みに、東京都代表として
の自信と責任をもって吹奏楽部の活
動を行っていきたいと思います。こ
れからも、本校吹奏楽部の応援をよ
ろしくお願いいたします。

東日本学校吹奏楽大会（府中の森芸術劇場） 吹奏楽部メンバー
� ［写真提供「フォトライフ」］

武蔵村山市立第五中学校　吹奏楽部
東日本学校吹奏楽大会
東京都代表として出場



武蔵村山市の子供たちのために
～教育委員の抱負～

抽出された箇所の確認、対応について話し合っています。
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教
育
長
職
務
代
理
者　
大
野　
順
布

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

５
年
目

を
迎
え
、

元
号
「
令

和
」
も
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
令
和
で
す
が
、「
明
日
へ
の
希
望
が

あ
り
、
一
人
一
人
が
大
き
く
花
を
咲
か

せ
ら
れ
る
日
本
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
供

た
ち
の
学
校
生
活
が
正
に
こ
の
よ
う
な

一
年
と
な
る
よ
う
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
委
員　
杉
原　
栄
子

初
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

学
校
で

は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端

末
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
よ
る
新
し
い

学
び
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
問
題
解

決
、
英
語
の
発
音
学
習
、
調
べ
学
習
等

に
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
工

夫
に
驚
く
程
で
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
学
び
方
は
、
先

生
方
の
日
々
の
研
究
研
鑽
に
よ
っ
て
初

め
て
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
深
く
感

謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
視
野
を

広
げ
意
欲
を
持
っ
て
学
び
合
う
一
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
、
地
域
の
皆
様
と
共
に

見
守
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
教
育
委
員　
比
留
間　
雅
和

本
年
も

皆
様
に

と
っ
て
よ

い
年
で
あ

り
ま
す
よ

う
、
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
新
た
な
目
標
を

立
て
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
目
標
は
努
力
を
重
ね
な
け
れ
ば
達
成

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
努
力
は
時
に

辛
く
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
努
力
は
必

ず
人
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
私
も

本
市
の
子
供
た
ち
が
健
や
か
に
過
ご
せ

る
よ
う
微
力
な
が
ら
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
教
育
委
員　
潮　
美
和

新
春
の

お
慶
び
を

申
し
上
げ

ま
す
。

昨
年
は

学
校
行
事

や
部
活
動
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
大
き

な
も
の
と
し
て
は
中
学
校
の
修
学
旅
行

が
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
未
だ
先
が

見
え
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

後
は
こ
の
３
年
の
様
々
な
経
験
を
生
か

し
新
し
い
日
常
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
年
は
卯

年
。
飛
躍
の
年
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

小
学
校
登
下
校
路
の�

�

合
同
点
検
を
実
施
し
ま
し
た

教育委員に潮美和氏が再任
10月1日付で、教育委員会委員に潮美和氏が

再任しました。
なお、教育委員の構成は次のとおりです。

職　名 氏　名 任　期

教育長 池谷　光二 自 令和3年4月1日
至 令和6年3月31日

教育長職務代理者 大野　順布 自 令和2年1月1日
至 令和5年12月31日

教育委員 杉原　栄子 自 令和2年10月1日
至 令和6年9月30日

教育委員 比留間雅和 自 令和3年10月1日
至 令和7年9月30日

教育委員 潮　美和 自 令和4年10月1日
至 令和8年9月30日

7
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
登
下
校
路

の
危
険
な
場
所
32
箇
所
を
、
学
校
、
保
護

者
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・

リ
ー
ダ
ー
、
東
大
和
警
察
署
、
市
の
関
係

部
署
が
連
携
し
、
状
況
確
認
を
行
い
、
対

策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
関
係
各
所
か
ら
技
術
的
な
指

導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
危
険
箇
所
の
改

善
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
登
下
校
路
の
確

保
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

こ
ん
な
場
所
を
点
検
し
て
い
ま
す

〇　

見
通
し
の
よ
い
道
路
や
幹
線
道
路
の

抜
け
道
に
な
っ
て
い
る
道
路
な
ど
車
の

速
度
が
上
が
り
や
す
い
箇
所
、
大
型
車

の
進
入
が
多
い
箇
所

〇　

過
去
に
事
故
に
至
ら
な
く
て
も
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
事
例
が
あ
っ
た
箇
所

〇　

保
護
者
、
見
守
り
活
動
者
、
地
域
住

民
等
か
ら
市
へ
の
改
善
要
請
が
あ
っ
た

箇
所
な
ど



学
校
給
食
費
の�

�

一
部
無
償
化
に
つ
い
て
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修
学
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た�

�

（
中
学
校
第
３
学
年
）

伸
び
ゆ
く
子
供
展
を
開
催
し
ま
し
た

中
学
校
第
3
学
年
及
び
村
山
学
園
中
学

部
第
9
学
年
生
徒
に
つ
い
て
は
、
9
月
か

ら
10
月
に
か
け
て
、
3
年
振
り
と
な
る
京

都
・
奈
良
へ
の
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し

た
。令

和
2
年
度
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
様
々
な
行
事

が
実
施
で
き
な
か
っ
た
中
学
校
3
年
間
に

お
い
て
、
最
初
で
最
後
の
宿
泊
行
事
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
生
徒
は
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
お
り
、
事
前
学
習
に
も
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
3
日
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
集
団
生

活
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
し
、
学
校
生
活

の
集
大
成
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
修
学
旅
行

と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
寺
社
仏
閣

や
仏
像
、
奈
良
公
園
の
鹿
な
ど
、
驚
き
の

連
続
で
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
に
と
っ

て
、
奈
良
・
京
都
の
歴
史
や
街
並
み
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
大
切

な
仲
間
と
楽
し
く
3
日
間
を
一
緒
に
過
ご

せ
た
こ
と
も
、
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。令

和
4
年
11
月
7
日
（
月
）
～
11
日

（
金
）、
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、

市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
及
び

都
立
村
山
特
別
支
援
学
校
に
通
う
子
供
た

ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
絵
画
や
工
作
な
ど

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
必
要
な
食
材
料
は
、
保
護

者
の
皆
様
に
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
学

校
給
食
費
で
購
入
し
て
い
ま
す
。

本
市
の
学
校
給
食
費
は
、
消
費
税
の
改

正
な
ど
に
よ
る
価
格
改
定
は
あ
っ
た
も
の

の
、
平
成
12
年
度
の
改
定
以
降
、
給
食
の

食
材
料
に
対
す
る
単
価
の
改
定
は
せ
ず
、

据
え
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
先

般
の
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、
食
材
料

の
安
定
的
な
確
保
が
困
難
に
な
る
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
10
月
か
ら

の
学
校
給
食
費
を
改
定
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
中
の
学
校
給
食
費
の
改
定

分
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま

す
。さ

ら
に
３
学
期
に
つ
い
て
は
、
学
校
給

食
費
に
相
当
す
る
金
額
そ
の
も
の
を
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
負
担
し
、
保
護
者
が

負
担
す
る
児
童
・
生
徒
分
の
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
行
い
ま
す
。

12
月
末
ま
で
の
喫
食
数
で
そ
れ
ま
で
に

納
付
い
た
だ
い
た
学
校
給
食
費
を
精
算

し
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
12
月
末
に
口

座
引
き
落
と
し
を
行
い
、
過
納
分
に
つ
い

て
は
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
指
定
の
口
座
に

後
日
返
金
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
保
護
者
が
負
担
す
る
学

校
給
食
費
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（単位：円）

区分 学年 日数 一食単価 月額 年額

小学校

１年 177日 231 4,000 40,887

２年 186日 231 4,000 42,966

３・４年 186日 244 4,200 45,384

５・６年 186日 258 4,400 47,988

中学校
１・２年 183日 285 4,800 52,155

３年 180日 285 4,800 51,300

〈
問
合
せ
〉
学
校
給
食
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
４
２
―

５
６
０
―

２
５
９
７
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大南学園第七小学校　統括校長　五十嵐 誠一

雷塚小学校　校長　三品 孝之

第三中学校　校長　飯星 健司

第五中学校　校長　榎戸 千代子

第十小学校　校長　中村 清敬

第一中学校　校長　島田 治

大南学園第四中学校　校長　清水 実

の取組を紹介します
市立学校では、施設一体型、施 設隣接型、施設分離型による

今年度、各校が行った特色ある学 校づくりの取組を紹介します。

各校区がそれぞれの特長を生かし、強い連携と豊か な高め合いのもと、教育活動が展開されています。
いわゆる小中一貫教育の３つの型を展開し ている全国でも稀有な特長を持っています。

また、各校、それぞれの特長を生 かし様々な取組を行っています。

令和4年10月の1か月間、アテネ五輪体操代
表オリンピアン2名をお迎えし、保健体育の授
業で器械運動のご指導をいただきました。生徒
は模範演技に釘付けとなり、意欲的に技に挑ん

でいました。東京五輪閉
幕から1年、本校では

「学校2020レガシー」の
構築を推進しています。

10月28日（金）、第23回三中校区「ふれあい
フェスティバル」が行われました。12の講座

（浴衣の着付けとマナー、手話、韓国語講座、
マジックなど）に分かれて、地域の方々を講師

に迎え、普段はできない
体験をしました。児童・
生徒たちは皆、熱心に取
り組んでいました。

本校は学校運営協議会やＰＴＡの活動が盛ん
で、様々な教育活動に協力いただいています。
コロナ禍で行えない職場体験に代わり、仕事の
やりがいや心構えなど、生の声を聴く「プロか

ら学ぶ会」を行いまし
た。ここでも学校運営
協議会と連携し、楽し
く学ぶことができまし
た。

本校は東京都人権尊重教育推進校として研究
を行っています。第2学年の道徳科「ぐみの木
と小鳥」の研究授業では、病気のりすを助けよ
うとする小鳥の気持ちを深く考えることを通し
て思いやり・やさしさについて考えました。一

人一人の意見を先生や友
達が大切にすることで、
自分を大切にしようとす
る気持ちを高めることが
できました。

「学校×地域」をテーマに、生活科・総合的
な学習の時間の研究を行っています。地域探検
に出かけたり、ゲストティーチャーを招いたり
する中で、生きる力が育っていきます。

また、食品ロス問題や
節電（温暖化防止）の取
組にもこだわり、給食の
残食量や電気使用量の削
減に成果が出ています。

本校では、栄養教諭を中心に『食育活動』の
取組をしています。本物の食材に触れることを
大切にし、「命」まで考える授業を年間通して
行っています。学年の実態に合わせた学級農園

での野菜栽培はもちろん
のこと、5年生ではサバ
を取り寄せ、魚をさばく
体験をしました。

今年度は「不登校の未然防止と支援」をテー
マに校内研究を行っています。未然防止の観点
から生徒の自尊感情を高める取組として、大野
靖之さんを招いて１１月１８日（金）に学校ライブ

を行いました。夢や命
の大切さ、家族への感
謝など、優しく心に響
く歌声で伝えてくださ
いました。
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第一小学校　校長　押本 純樹

第三小学校　校長　前川 潤 第九小学校　校長　吉成 かおる

第八小学校　校長　牧 一彦

村山学園　統括校長　井内 潔

第二小学校　校長　井口 洋

特色ある学校づくり
市立学校では、施設一体型、施 設隣接型、施設分離型による

今年度、各校が行った特色ある学 校づくりの取組を紹介します。

各校区がそれぞれの特長を生かし、強い連携と豊か な高め合いのもと、教育活動が展開されています。
いわゆる小中一貫教育の３つの型を展開し ている全国でも稀有な特長を持っています。

また、各校、それぞれの特長を生 かし様々な取組を行っています。

「みんなで創る学校」をテーマに、自分の思
いや考えを表現し、友達の考えを大切にしなが
ら共創できる子の育成を目指し教育活動をして

います。自分の学級や、
学校がより良くなるよう
に、自分の考えをもち、
周りの考えを尊重しなが
ら話し合い活動を進めて
います。

11月25日（金）、26日（土）に展覧会を実施
しました。子供たち一人一人の平面・立体作品
が、体育館に展示されました。また学年や全校
児童全員で作成した作品は、学校中で展示しま

した。八小全員で創り上
げたアートの世界を、保
護者や地域の方々と一緒
に味わいました。

多様（ノートやタブレット等の様々な学びの
形）で適切な方法（課題や個人に応じた学びや
すさを考慮した学習方法）で問題を解決してい
くことを通して、意欲的に自分の考えを表現す

ることができるようにな
りました。また、友達と
共に学び合おうという意
識が高まりました。

本校では、外国の小学生と英語によるコミュ
ニケーションを図る学習活動を行っています。
２学期には5年生が台湾の子供たちと英語で交
流しました。3学期には4年生がアメリカの子
供たちと英語で交流します。

今回はどちらもオンラ
インでの交流となります
が、今後は直接交流も含
めて、積極的に英語を使
う機会を作っていきま
す。

「主体的に学習に取り組み、思考を深める児
童の育成」をめざして、8回の研究授業と講師
を招いた協議会を行い、よりよい授業を目指し
てきました。また、2月の研究発表に向けて、

4つのチームを作り、発
表原稿や研究紀要、案内
を作成したり、校内の環
境を整えたりするなどの
準備を進めています。

東京都教育委員会が実施する「子供を笑顔に
するプロジェクト」を活用して、「たのしい笑
学校　笑顔寄席」を10月3日（月）に行いまし
た。当日は、太神楽の翁家勝丸さん、漫才の林
家まる子・カレー子さん、マジックのマギー司
郎さん、落語の古今亭雛菊さん、桂宮治さんに
お越しいただき、小学部の子供たちが寄席を楽
しみました。約2時間の寄席の間中、会場の体
育館には笑い声が響き、学校が「笑顔」に包ま
れた時間になりました。

中学部では、11月10日（木）にがん教育講演

会を行い、国立がん研究センターの大江先生に
「がんを知る」をテーマにお話しいただきまし
た。生徒は、一人一人が、がんを正しく理解す
ることが、誰もが暮らしやすい社会につながる
ことを学びました。
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双
子
の
ヤ
ギ
の
赤
ち
ゃ
ん
が
転
校
、�

�

お
別
れ
会
を
し
ま
し
た�

�

～
第
一
小
学
校
～

令
和
3
年
10
月
6
日
に
生
ま
れ
た
双
子

の
ヤ
ギ
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
と
ミ
ル
キ
ー
は
、

令
和
4
年
10
月
24
日
、
江
戸
川
区
立
松
本

小
学
校
へ
転
校
し
ま
し
た
。
松
本
小
学
校

50
周
年
の
記
念
に
何
を
や
り
た
い
か
、
子

供
た
ち
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、「
新
し
い
生
き
物
を
飼
育
し
た
い
。」

と
の
希
望
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

9
月
に
2
頭
が
転
校
す
る
こ
と
を
知
っ

た
杉
の
子
学
級
の
子
供
た
ち
は
、
お
別
れ

会
を
計
画
し
、
全
校
集
会
で
「
マ
シ
ュ
マ

ロ
・
ミ
ル
キ
ー
お
誕
生
日
会
＆
お
別
れ

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
1
歳
の
お
誕
生

日
を
祝
う
ケ
ー
キ
。
お
別
れ
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
ネ
ッ
ク
レ
ス
。
ど
ち
ら
も
ヤ
ギ
が
大

好
き
な
牧
草
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

の
つ
る
で
作
り
ま
し
た
。
飼
育
委
員
会
の

協
力
で
集
め
た
手
紙
、
2
頭
の
特
徴
や
好

き
な
食
べ
物
を
ま
と
め
た
ア
ル
バ
ム
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
体
育
館
で
全
校
児

童
と
素
敵
な
お
別
れ
会
が
で
き
ま
し
た
。

転
校
し
た
当
日
、
そ
の
様
子
が
夕
方
テ

レ
ビ
放
送
さ
れ
ま
し
た
。「
か
わ
い
い
！
」

と
、
松
本
小
学
校
の
子
供
た
ち
が
大
喜
び

し
て
い
る
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
き
っ
と
た

く
さ
ん
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま

す
。
今
ま
で
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
二
小
学
校
は
昭
和
37
年
に
開
校
し
、

60
年
が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
60
年
間
で
、

常
に
保
護
者
・
地
域
の
方
々
に
多
く
の
サ

ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
60
年

の
歴
史
と
伝
統
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
本
校
の
責
務
で
あ
り
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
の
願
い
に
応
え
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
運
動
会
、
音
楽
会
等
全
て

の
学
校
行
事
の
テ
ー
マ
を
開
校
60
周
年
の

テ
ー
マ
で
あ
る
「
本
気
で
取
り
組
む　

元

気
な
二
小
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

児
童
一
人
一
人
が
い
つ
も
開
校
60
周
年
を

意
識
し
て
各
行
事
に
積
極
的
に
参
加
す
る

中
で
、
二
小
へ
の
愛
着
と
誇
り
が
高
ま
っ

て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
11
月
14
日
（
月
）
に
、
開
校

60
周
年
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
・
記
念
児
童
集
会
（
各
学
年

の
体
験
活
動
や
ふ
る
さ
と
学
習
の
発
表
・

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
演
奏
・
二
小
の
歴
史
）・

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。

第
二
小
学
校
は
、
こ
の
60
年
の
歴
史
の

中
で
培
っ
て
き
た
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、

こ
の
周
年
の

年
を
機
会
と

し
て
、学
校
、

家
庭
、
地
域

と
の
結
び
付

き
を
ま
す
ま

す
強
め
、
地

域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま

す
。

開
校
60
周
年
記
念
事
業�

�

～
第
二
小
学
校
～記念式典

記念児童集会
バルーンリリース
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開
校
60
周
年
記
念
事
業�

�

～
第
三
小
学
校
～

本
校
は
地
域
に
支
え
ら
れ
開
校
60
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
保
護
者
と
地
域

の
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
校
で
は
開
校
60
周
年
記
念
行

事
を
行
う
に
あ
た
り
、
当
初
よ
り
教
員
が

児
童
に
指
示
し
て
行
う
よ
う
な
、
記
念
行

事
や
集
団
演
技
な
ど
は
縮
小
し
、
児
童
が

発
案
す
る
企
画
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
尊
重

し
て
い
き
た
い
と
職
員
同
士
で
話
し
合
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
集
合
型
イ
ベ
ン

ト
を
避
け
る
ね
ら
い
だ
け
で
な
く
、
児
童

の
思
い
を
大
切
に
し
、
教
員
は
手
を
貸
し

た
り
助
言
し
た
り
す
る
な
ど
、
寄
り
添
う

姿
勢
で
指
導
し
、
主
体
的
な
実
践
力
、
表

現
力
を
育
て
た
い
と
い
う
願
い
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

結
果
、
全
校
児
童
の
考
え
た
言
葉
に
よ

る
記
念
ソ
ン
グ
の
歌
詞
や
、
ク
ラ
ブ
児
童

に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
ダ
ン
ス
、
有
志
に

よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
の
制
作
、
ク

イ
ズ
ラ
リ
ー
や
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン

ト
、
楽
し
い
集
会
な
ど
、
ど
の
企
画
も
児

童
自
身
が
考
え
て
取
り
組
み
、
話
し
合

い
、
60
周
年
を
見
事
に
盛
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
式
典
の
よ
う
な
厳
粛
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
児
童
が
自
ら
作
り
上

げ
た
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
思
い
入
れ
の
あ

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
の
紹
介�

�

～
第
九
小
学
校
～

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
」
は
、
聞

い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と
に
心
配
な
点

が
あ
る
お
子
さ
ん
に
、
支
援
の
手
立
て
を

考
え
る
教
室
で
す
。
市
内
で
は
第
九
小
学

校
の
み
に
設
置
さ
れ
て
い
る
通
級
指
導
学

級
で
す
。
現
在
、
市
内
9
校
か
ら
多
く
の

お
子
さ
ん
が
通
っ
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
困
り
感

○　

聞
こ
え
に
く
い
。

○　

発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

○　

話
す
と
き
、
つ
ま
っ
た
り
、
音
を
繰

り
返
し
た
り
、
引
き
の
ば
し
た
り
す
る
。

○　

言
い
た
い
こ
と
が
、
う
ま
く
言
葉
で

言
い
表
せ
な
い
。

○　

言
葉
の
数
が
少
な
い
。
言
葉
が
正
し

く
使
え
な
い
。

○　

読
む
、
書
く
が
う
ま
く
で
き
な
い
。

指
導
形
態

ふ
だ
ん
は
在
籍
の
学
校
で
学
習
を
行

い
、
き
こ
え
や
こ
と
ば
の
検
査
や
指
導
を

受
け
る
た
め
に
、
週
に
1
～
2
回
ぐ
ら
い

第
九
小
学
校
へ
通
っ
て
き
ま
す
。
指
導

は
、
1
時
間
～
1
時
間
半
ぐ
ら
い
で
す
。

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室
で
学
習
し
て
い

る
時
間
は
、
在
籍
の
学
校
の
出
席
扱
い
と

な
り
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉第
九
小
学
校

�

き
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
室

�

☎
０
４
２
―

５
６
３
―

９
５
９
４

�

（
教
室
直
通
）

相
談
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

る
豊
か
な
経
験
に
な
り
、
第
三
小
学
校
を

よ
り
好
き
に
な
り
、
今
ま
で
以
上
に
愛
さ

れ
る
場
所
に
な
っ
た
の
で
は
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

激
動
の
世
界
を
生
き
ぬ
く
こ
れ
か
ら
の

教
育
は
、
表
面
的
な
良
さ
だ
け
を
評
価
す

る
の
で
は
な
く
、
児
童
自
ら
の
考
え
を
大

切
に
し
、
過
程
や
創
造
性
な
ど
目
に
見
え

な
い
価
値
を
尊
重
す
る
時
代
で
す
。
第
三

小
学
校
は
こ
れ
か
ら
も
児
童
の
豊
か
な
経

験
や
思
い
を
大
切
に
し
、
成
長
し
続
け
る

学
校
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
開
校
60
周
年
を
記
念
し
て
作

ら
れ
た
歌
「
明
日
へ
」
を
Ｙ
ｏ
ｕ
T
ｕ

ｂ
ｅ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
思
い

の
詰
ま
っ
た
言
葉
の
数
々
に
、
本
校
の
音

楽
専
科
が
曲
を
つ
け
、
未
来
に
向
け
た
希

望
あ
ふ
れ
る
歌
と

な
り
ま
し
た
。
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り

ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ

さ
い
。

一
対
一
の
個
別
指
導

指
導
は
、
ほ
と
ん
ど
先
生
と
子
供
が
一

対
一
で
行
い
ま
す
。
み
ん
な
が
集
ま
っ
て

ゲ
ー
ム
や
工
作
な
ど
を
す
る
グ
ル
ー
プ
活

動
も
あ
り
ま
す
。

指
導
の
内
容
は
、
お
子
さ
ん
一
人
一
人

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
自
身
が

自
立
し
て
い
く
上
で
ど
ん
な
手
助
け
が
必

要
な
の
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
学
校
の
担
任
の
先
生
と
も
連

絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
進
め
ま
す
。

ど
の
お
子
さ
ん
の
指
導
に
も
共
通
し
て

大
切
な
こ
と
は
、
自
分
の
こ
と
を
分
か
っ

て
も
ら
え
る
と
い
う
安
心
感
と
人
の
話
を

聞
く
の
が
楽
し
い
、
お
話
を
す
る
の
が
楽

し
い
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

学級だより

60周年記念集会
第三小学校の公式
YouTube チャンネル
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第
11
回
小
中
学
生�

�
百
人
一
首
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
５
年
「
20
歳
を
祝
う
会
」
を�

�

開
催
し
ま
す
！

第
25
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を�

�

開
催
し
ま
す
！

令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）
に
総
合
体

育
館
で
第
11
回
小
中
学
生
百
人
一
首
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
大
会
で
は
、
小
学
生
の
部
が
1
チ
ー

ム
３
人
の
源
平
戦
、
中
学
生
の
部
が
個
人

戦
で
実
施
さ
れ
、
小
学
生
の
部
は
９
チ
ー

ム
（
26
人
）、
中
学
生
の
部
は
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
の
部
（
源
平
戦
）】

優　

勝
：
大
南
学
園
七
小
Ｄ
（
大
南
学
園
七
小
）

準
優
勝
：
大
南
学
園
七
小
Ｂ
（
大
南
学
園
七
小
）

第
３
位
：
大
南
学
園
七
小
Ａ
（
大
南
学
園
七
小
）

【
中
学
生
の
部
（
個
人
戦
）】

優　

勝
：
森
谷 

朱
里
（
一
中
）

準
優
勝
：
渡
邊 

水
織
（
大
南
学
園
四
中
）

第
３
位
：
五
十
嵐 

有
（
大
南
学
園
四
中
）

〈
問
合
せ
〉
文
化
振
興
課
生
涯
学
習
係

�

☎
０
４
２
―

５
６
５
―

１
１
１
１

�

（
内
線
６
５
２
）

〈
問
合
せ
〉
文
化
振
興
課
生
涯
学
習
係

�

☎
０
４
２
―

５
６
５
―

１
１
１
１

�

（
内
線
６
５
６
）

令
和
５
年
「
20
歳
を
祝
う
会
」
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
式
典
の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
式
典
の
構
成
に
つ
い
て
も
以
下
の
表

の
と
お
り
、
卒
業
し
た
中
学
校
別
に
２
部

制
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
対
象
の
部
を
お

間
違
い
な
い
よ
う
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※　

37
・
５
度
以
上
の
発
熱
や
の
ど
の
痛

み
等
の
体
調
に
不
安
が
あ
る
対
象
者
は

参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※　

会
場
内
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
保
つ
た
め
、
座
席
を
空
け
て

座
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
た
し
ま
す
。

※　

式
典
中
は
参
加
者
間
の
席
の
移
動
は

で
き
ま
せ
ん
。

※　

原
則
と
し
て
、
保
護
者
の
入
場
は
で

き
ま
せ
ん
（
付
き
添
い
が
必
要
で
あ
る

場
合
は
除
く
）。

※　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
等
の
状
況
に
よ
り
、
内
容
の
変

更
や
式
典
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
変
更
、
中
止
に
つ
い
て
は
、
随
時

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ペ
ー
ジ
番
号
：
１

０
０
５
８
６
９
）
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

第１部 第２部

日　程 令和５年１月９日（月・祝）

場　所 さくらホール（市民会館）大ホール

対象者 平成14年４月２日から平成15年４月１日生まれの市民等

時　間 午前11時から午前11時25分まで
（受付開始は午前10時30分から）

午後１時から午後１時25分まで
（受付開始は午後０時30分から）

対　象 村山学園第二中学校、第三中学校、
大南学園第四中学校卒業生等 第一中学校、第五中学校卒業生等

その他
・当日はマスク着用をお願いします。
・対象と異なる部に参加することは可能ですが、両方の部へ参加はできません。
・私立中学校等へ進学した対象者は、参加する部を選択できます。

【
日
時
】
令
和
５
年
３
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】
さ
く
ら
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
）、

市
役
所
市
民
駐
車
場

【
内
容
】
焼
き
そ
ば
、
綿
あ
め
な
ど
の
販

売
、
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
の

舞
台

市
内
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
物
作
り
を
楽

し
み
、
学
ん
で
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
ん
な
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
、

物
作
り
や
体
験
学
習
を
行
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
、
お
い
し
い
食
べ

物
を
用
意
し
て
、
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※　

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
等
の
状
況
に
よ
り
、
内
容
の
変

更
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
変
更
に

つ
い
て
は
、
随
時
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ペ
ー
ジ
番
号
：
１
０
０
１
６
３
７
）

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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武
蔵
村
山
市
ス
ポ
ー
ツ
都
市
宣
言
記
念
事
業

「
い
き
い
き
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」�

�

を
開
催
し
ま
し
た

市
民
の
健
康
増
進
、
体
力
向
上
等
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
で
あ
る
「
走
る
」「
投

げ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
陸
上
教
室
を
令

和
４
年
10
月
２
日
（
日
）
に
総
合
運
動
公

園
第
２
運
動
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
国
際
陸
上
競
技
連
盟
公
認

指
導
者
資
格
を
有
し
、
元
中
央
大
学
陸
上

競
技
部
短
距
離
コ
ー
チ
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
井
原 

直
樹
氏
、
２
０
１
４
年
円
盤
投

げ
日
本
選
手
権
第
３
位
の 

宮
内 

優
氏
を

お
迎
え
し
ま
し
た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
清
々
し
い
一
日
と
な

り
、
多
く
の
市
民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
に
ち
な
み
、�

�

う
さ
ぎ
の
本
を
紹
介
し
ま
す

第
20
回
少
年
少
女�

�

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

『
ゆ
き
だ
る
ま
う
さ
ぎ
』（
田
中
て
る
み　

文　

え
が
し
ら
み
ち
こ　

絵　

Ｂ
Ｌ
出

版
）あ

っ
ち
ゃ
ん
は
、
風
邪
で
高
熱
を
出
し

寝
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
氷
が
食
べ
た
く

な
り
、
起
き
出
し
て
冷
凍
庫
を
開
け
る

と
、「
あ
っ
ち
ゃ
ん
！
あ
い
た
か
っ
た
！
」

な
ん
と
、
そ
こ
に
居
た
の
は
、
見
覚
え
の

あ
る
ゆ
き
だ
る
ま
の
う
さ
ぎ
で
し
た
。

『
ぼ
く　
お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
…
』（
酒
井　

駒
子　

文
渓
堂
）

こ
の
絵
本
の
主
人
公
は
、
愛
ら
し
い
ウ

サ
ギ
の
男
の
子
。
表
紙
に
描
か
れ
た
彼
は

何
か
悩
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
彼

が
ど
ん
な
行
動
に
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
ぼ
く 

お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
…
」
の
言

葉
の
あ
と
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
ば
が
続
く

の
で
し
ょ
う
か
。「
好
き
」
？　

そ
れ
と

も
…
。

『
学
校
ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
ろ
』（
岡
田　

淳　

さ
く
・
え　

偕
成
社
）

小
学
4
年
生
の
6
人
が
、
学
校
の
飼
育

小
屋
か
ら
逃
げ
出
し
、
工
事
現
場
の
プ
レ

ハ
ブ
の
下
に
逃
げ
込
ん
だ
ウ
サ
ギ
を
つ
か

ま
え
る
お
は
な
し
。
み
ん
な
で
た
く
さ
ん

の
作
戦
を
た
め
し
ま
す
。

は
た
し
て
、
ウ
サ
ギ
を
つ
か
ま
え
る
こ

と
は
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

『
こ
う
さ
ぎ
の
ジ
ャ
ム
つ
く
り
』（
森
山
京　

作　

西
川
お
さ
む　

絵　

フ
レ
ー
ベ
ル

館
）自

分
た
ち
が
つ
ん
で
作
っ
た
ぶ
ど
う

ジ
ュ
ー
ス
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
気
に

な
っ
て
見
に
行
く
子
供
た
ち
。
あ
じ
み
で

何
度
も
食
べ
ち
ゃ
う
子
供
た
ち
。
そ
れ
を

見
守
る
お
母
さ
ん
。
と
て
も
微
笑
ま
し
さ

が
際
立
つ
お
話
で
す
。

『
千
び
き
の
う
さ
ぎ
と
牧
童
』（
ポ
ラ
ジ
ン

ス
カ　

文　

内
田
莉
莎
子　

訳　

Ｍ
・

ブ
ィ
リ
ー
ナ　

絵　

岩
波
書
店
）

ひ
と
月
の
間
う
さ
ぎ
の
番
が
出
来
た
者

を
姫
の
婿
と
す
る
と
い
う
王
様
か
ら
の
難

題
を
、
牧
童
が
見
事
に
成
し
遂
げ
る
と
い

う
表
題
作
の
ほ
か
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
昔

話
を
6
話
収
録
。
馴
染
み
の
な
い
昔
話
で

す
が
、
新
鮮
で
楽
し
い
お
話
ば
か
り
で

す
。

『
グ
レ
イ
・
ラ
ビ
ッ
ト
の
お
は
な
し
』

（
ア
リ
ソ
ン
・
ア
ト
リ
ー　

作　

石
井
桃

子
・
中
川
李
枝
子　

訳　

岩
波
書
店
）

グ
レ
イ
・
ラ
ビ
ッ
ト
は
、
野
ウ
サ
ギ
の

ヘ
ア
と
リ
ス
の
ス
キ
レ
ル
と
一
緒
に
森
の

中
の
一
軒
家
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の

本
に
は
、
フ
ク
ロ
ウ
に
し
っ
ぽ
を
取
ら
れ

て
し
ま
う
お
話
、
そ
の
し
っ
ぽ
を
取
り
返

す
お
話
な
ど
、
小
さ
な
冒
険
の
お
話
が
4

編
入
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
合
せ
〉
雷
塚
図
書
館

�

☎
０
４
２
―

５
６
４
―

１
２
８
４

令
和
４
年
11
月
12
日
（
土
）、
総
合
体

育
館
第
一
体
育
室
に
て
第
20
回
少
年
少
女

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。３

年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
本
大
会

は
、
市
内
の
各
小
学
校
か
ら
集
ま
っ
た
小

学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
男
女
全
18

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
延
長
戦
と

な
る
試
合
も
多
く
、
観
戦
し
て
い
る
保
護

者
の
方
々
に
よ
る
応
援
の
拍
手
に
力
が
入

り
ま
し
た
。

小学校３・４年生男子の部
RDCジュニア（雷塚小）

小学校３・４年生女子の部
ファイナルズ（一小）

小学校５・６年生男子の部
J・M・O（八小）

小学校５・６年生女子の部
B・T・K（八小）

👑
各
部
門
優
勝
チ
ー
ム
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教育長・教育委員の動き
１０月　２日（日）	 令和４年度武蔵村山市スポーツ都市宣言記

念事業いきいきわくわくスポーツ教室　開
会式
第２２回東日本学校吹奏楽大会出場武蔵村
山市立第五中学校吹奏楽部壮行会

１０月　３日（月）	 第１回総合教育会議
１０月　７日（金）	 東京都市町村教育委員会連合会第１回研修

会
１０月１２日（水）	 小中一貫教育の日
１１月　３日（木・祝）自治功労者・一般表彰者表彰式
１１月　５日（土）	 第５３回市民文化祭 開会式
１１月１２日（土）	 第１５回村山デエダラまつり 開会式
１１月１３日（日）	 同 閉会式
１１月１８日（金）	 第１１回教育委員会定例会
１１月２２日（火）	 東京都市教育長会
１１月２３日（水・祝）令和４年度東久留米市・武蔵村山市広

域連携活動事業　ハンドボールフェスティ
バル　開会式

１１月２５日（金）	 教育委員視察研修
１１月２６日（土）	 第１１回武蔵村山市小中学生百人一首大会
１２月１１日（日）	 むさむらＥＫＩＤＥＮ２０２２
１２月２０日（火）	 第１２回教育委員会定例会
１２月２８日（水）	 令和４年仕事納め式

教育委員会提出議案の内容
第９回定例会　令和４年　９月１４日（水）
議案第４９号　武蔵村山市立図書館規則の一部を改正する規則につい

て

第１０回定例会　令和４年１０月２１日（金）
議案第５０号　武蔵村山市教育委員会事務局職員の任免に係る臨時代

理の承認について

第１１回定例会　令和４年１１月１８日（金）
議案第５１号　武蔵村山市民会館の指定管理者候補者の決定に係る臨

時代理の承認について
議案第５２号　武蔵村山市総合体育館及び体育施設の指定管理者候補

者の決定に係る臨時代理の承認について
議案第５３号　令和４年度教育予算の補正（第７号）の申出について
議案第５４号　武蔵村山市立学校の令和５年度入学式及び卒業証書授

与式の日程について
議案第５５号　武蔵村山市外国語指導助手の任用に関する規則の一部

を改正する規則について

事 業 名 開 催 日 場 所 対 象 者 等 問合せ先

令和5年20歳を祝う会 1/9（月・祝） さ く ら ホ ー ル
（ 市 民 会 館 ）

平成14年4月2日～平成15
年4月1日生まれの市民等 文化振興課

第39回少年少女サッカー大会 1/21（土） 総 合 運 動 公 園 運 動 場 小学4・5・6年生 ス ポ ー ツ
振 興 課

第25回生涯学習フェスティバル 3/5（日） さくらホール（市民会館）
市 役 所 市 民 駐 車 場 市民等 文化振興課

令和５年１月～３月　主な教育委員会関係事業予定

新型コロナウイルス感染症の影響により、予
定を変更する場合があります。最新の情報につ
きましては、ホームページ等でご確認ください。

新型コロナウイルス感染症の感染防止のお願い

お子様又は同居家族等が感染した場合やお子様自身が
濃厚接触者にあたる可能性がある場合等には、速やかに
学校、関係施設等にご連絡いただくとともに、感染防止
のため、自宅で安静にしていただきますようお願いいた
します。
また、屋外での運動時などはマスクを外すなど、場に
応じたマスクの使用をお願いいたします。
なお、マスク着用の有無、感染等を理由にした差別や
偏見はあってはならないものです。
ご理解とご協力をお願いいたします。

「教育むさしむらやま」への
� ご意見・ご感想をお寄せください。
TEL：042-565-1111（内線424）
FAX：042-566-4490
E-mail：ky-syomu@city.musashimurayama.lg.jp

〈
問
合
せ
〉
雷
塚
図
書
館

�

☎
０
４
２
―

５
６
４
―

１
２
８
４

図
書
館
の
休
館
の
お
知
ら
せ

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を�

�

ご
利
用
く
だ
さ
い

図
書
館
は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
、
次
の

と
お
り
休
館
し
ま
す
。
休
館
中
は
、
他
の

図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
雷
塚
図
書
館

2
月
7
日
（
火
）
～
10
日
（
金
）

◆
中
久
保
図
書
館

2
月
14
日
（
火
）
～
17
日
（
金
）

◆
中
藤
地
区
図
書
館

1
月
31
日
（
火
）
～
2
月
3
日
（
金
）

◆
三
ツ
木
地
区
図
書
館

1
月
17
日
（
火
）
～
20
日
（
金
）

◆
大
南
地
区
図
書
館

1
月
24
日
（
火
）
～
27
日
（
金
）

◆
残
堀
・
伊
奈
平
地
区
図
書
館

1
月
10
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

令
和
4
年
10
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。
24
時
間
365


日
貸
出
・
返

却
で
き
ま
す
。
児
童
書
・
絵
本
は
も
ち
ろ

ん
、
読
み
上
げ
機
能
付
や
動
く
絵
本
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
育
児
や
レ
シ
ピ
な
ど
暮

ら
し
に
役
立
つ
本
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。


